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特許庁における取組
についての現状
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研究開発政策と知財政策との連携
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研究開発政策と知財政策の連携－「知財の目」で研究開発をみる－
概要

１．研究開発の意義と知財政策との連携の必要性
○ｉＰＳ細胞の例にみられるように、研究開発の過程においては、論文の競争と知財の競争が重なり合いながら起こっていて、
どちらの競争にも勝利をおさめなければ、世界をリードしていくことはできない。
○したがって、研究開発と知財を常に一緒に結びつける、研究開発政策と知財政策との連携が必要。

○研究開発の成果が経済・社会にどのようなインパクトを与えるかについて、研究開発の入り口で見通しを立て布石を打って
いくために、研究開発成果と経済・社会とをつなぐための「知財の目」が研究開発の入り口から必要。

２．知財ポートフォリオ構築とライセンス戦略
○コアの部分だけでなく周辺部分も特許としておさえ、戦略的な知財ポートフォリオを構築することが必要。
○研究開発によっては既存の組織を越えた連携も必要、その際、各研究成果から生まれる個々の知財を知財群としてまとめ
るパテントプールやパテントコンソーシアムの検討も必要。
○研究開発の成果である知財の活用において、事業につながる可能性の高い特許については、戦略的ポートフォリオを構築
し、適切な知財戦略に基づいたライセンスを行うことが重要。また、リサーチツール特許については合理的な対価でのライセ
ンスが求められ、リサーチツール特許統合データベース等の活用も必要。

知財の目

３．研究開発政策と知財政策の連携に必要な政策
○複数の大学・企業等が連携して取り組んでいる研究開発コンソーシアムを対象に、知財プロデューサーをリーダーとする知
財戦略構築の専門家チームを派遣することにより、コンソーシアムにおける知財戦略等の策定を支援する。
○研究開発に関与する者が「知財の目」を持つことの必要性が高まっていることから、研究管理者等を対象とした知財研修を
行う。
○適切な知財戦略に基づき明確にされたリサーチツール特許にかかるライセンス条件等について、そのライセンス条件等に
関する情報を広く公開し、リサーチツール特許の円滑な活用の促進を図るため、リサーチツール特許等データベースを構築
する。

※「イノベーションと知財政策に関する研究会」報告書より



4

研究開発政策と知財政策の連携
（１）研究開発の入口での「知財の目」

【研究開発における再認識】
研究開発の過程においては、論文の競争と知財の競争が重なり合いながら起こっている

研究開発プロジェクト政策の立案

研究資金配分機関

大学・研究機関

知財プロデューサー研究資金 ＋

【研究開発の入口にて】
○研究開発プロジェクトの政策立案の際に知財の視点が必要 → 特許マップや特許出願技術動向調査の提供
○研究開発プロジェクトの知財戦略・知財ポートフォリオを構築するための人材として「知財の目」 をもつ

知財プロデューサーの投入
○「知財の目」をもつ人材のデータベースの活用
○研究開発資金の中で、知財経費についても必要な場合は支出できるようにしておく

知財の目

知財人材ＤＢ

知財
関係費

知財の視点
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研究開発政策と知財政策の連携
（２）研究開発促進のための知財ポートフォリオの構築

【研究開発の出口にて】知財戦略・ポートフォリオの構築
○既存の組織を越えて連携しながら研究開発を進める体制を構築する場合には、知財プロデューサーの投入等により、
知財の取扱をしっかり決める
○ライフサイエンス分野のリサーチツール特許の場合、合理的な対価でライセンスされるようにデータベースを活用する取
組の普及（ 「ライフサイエンス分野におけるリサーチツール特許の使用の円滑化に関する指針」平成19年3月1日総合科
学技術会議）
○パテントプールやコンソーシアム等、知財を共有財産化し価値を高める仕組みの活用
○論文情報と特許情報をシームレスに検索しアクセスできる環境の整備
○研究開発において知財の問題とならないようにしっかり記録を残す等の管理を徹底
○研究開発全般を「知財の目」で見ることができる人材の育成
○技術移転機関等の知財関連部署が研究開発全般を「知財の目」でみる機能を強化

知財の目

研究開発において知財戦略・ポートフォリオを構築するための基盤整備

論文
情報

特許
情報

知財ポートフォリオ

リサーチツール
特許DB 論文

技術情報・文書管理

研究者Ａ

研究者Ｂ 研究者Ｃ

特許A 特許B

特許C
特許
A-B

パテントプール

知財プロデューサー
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研究開発政策と知財政策の
連携に関する具体的取組
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特許・論文情報
統合検索システム

特許出願技術動向調査
の活用

パテントマップ

登録機関数：２６０（平成20年3月末現在）

特許公報へのアクセスが公報ごとのＵＲＬで可能に。
例）http://pdserv.ipdl.inpit.go.jp/ JPA_2007123456/JPA_2007123456.pdf

大学等向けの
ＩＰＤＬの固定ＵＲＬ
提供サービス

大学知財研究推進事業
「大学研究におけるパテントマップを用
いた特許情報の活用についての研究」

山口大学（～平成20年3月）

大学等向け特許連想検索
試験システムの提供

特許情報を活用するための環境整備
－研究者等が利用しやすい特許情報の提供－

特許情報を活用するための環境整備特許情報を活用するための環境整備
－研究者等が利用しやすい特許情報の提供－－研究者等が利用しやすい特許情報の提供－

・研究者
・研究開発政策立案者
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特許情報の活用のための環境整備特許情報の活用のための環境整備

大学等向けＩＰＤＬ公報固定アドレスサービス
○平成19年1月29日 サービス開始

○利用者：大学等※の職員、研究員、学生
※大学、高専、大学共同利用機関、独法、国・地方公共団体の試験研究機関
（知的財産基本法第2条第3項）

○活用例
（１）大学ＨＰに掲載の特許出願リストに公報ＵＲＬを貼付
（２）大学知財本部が行った従来技術（特許公報）の調査
結果を公報固定ＵＲＬ付きで研究者にメール送信
→ 特許公報へ容易にアクセス可

（３）大学が開発した検索システムで特許公報を取得する
際、公報固定ＵＲＬでＩＰＤＬにアクセス
→ システムの分散化が可能

平成２０年３月リリース
○特許公報の全文テキスト検索が可能に
平成１９年３月リリース
○国内・外の特許公報が同時に検索可能に
○入力可能な検索項目数の増加
平成１８年１０月リリース
○経過情報に特許公報がリンク
○各種特許分類を組み合わせて検索可能に

特許電子図書館（IPDL）のサービス拡充

特許情報 論文情報

検索システム
（ソフト＋ハード）

検索システム
（ソフト＋ハード）

統合検索システム

JST

特許情報
DB

論文DB

JST

JST

論文情報と特許情報の統合検索システム
(JSTpatM)

情報・研修館
（IPDL）

○特許情報と論文情報が同時に検索可能

○研究者にとって、論文情報と同様に、特許情報が身近に

○平成１９年３月から運用開始
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経済情報・産業政策等を踏まえて、特
許動向から見た技術開発の進展状況、
方向性を分析

特許動向から見た参入企業・研究機関
の特徴等を分析

特許情報を利用して特許動向を調査し
技術全体を俯瞰

「特許情報」を活用した「技術動向の分析と情報発信」
第３期科学技術基本計画（２００６年３月閣議決定）において重点推進４分野、推進４分野と定められた計８分野（ラ

イフサイエンス、情報通信、環境、ナノテクノロジー・材料、エネルギー、ものづくり、社会基盤、フロンティア）を中
心に、出願件数の伸びが大きい分野、今後の進展が予想される分野について調査。

「特許情報」を活用した「技術動向の分析と情報発信」
第３期科学技術基本計画（２００６年３月閣議決定）において重点推進４分野、推進４分野と定められた計８分野（ラ

イフサイエンス、情報通信、環境、ナノテクノロジー・材料、エネルギー、ものづくり、社会基盤、フロンティア）を中
心に、出願件数の伸びが大きい分野、今後の進展が予想される分野について調査。

特許出願技術動向調査

特許から見た国際競争力の分析、我が
国が目指すべき研究開発・技術開発の
方向性等を整理

研究開発戦略の策定

事業提携・M＆A戦略
の策定

特許出願・審査請求
の厳選

産業界
大学

研究機関

審査の基礎資料

新保護領域に関する基礎資料

特 許 庁

産業政策・

科学技術政策の

基礎資料

行政機関

特許出願技術動向調査の活用特許出願技術動向調査の活用
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上位出願人リスト
－研究開発プレーヤの分析－

研究開発動向

出願件数収支

特許権の活用状況

その他
211件
7.6%

オーストラリア
国籍
44件
1.6%中国籍

4件
0.1%

韓国籍
13件
0.5%

欧州国籍
969件
34.9%

米国籍
1,390件
50.1%

日本国籍
143件
5.2%

その他
24件
4.0%

オーストラリア
国籍
17件
2.8%

中国籍
181件
29.8%

韓国籍
12件
2.0%

欧州国籍
68件
11.2%

米国籍
257件
42.3%

日本国籍
48件
7.9%

その他
21件
4.9%

オーストラリア
国籍
10件
2.3%中国籍

3件
0.7%

韓国籍
76件
17.8%

欧州国籍
47件
11.0%

米国籍
221件
51.8%

日本国籍
49件
11.5%

その他
156件
6.4%

オーストラリア
国籍
40件
1.6%

中国籍
3件
0.1%

韓国籍
19件
0.8%

日本国籍
887件
36.5%

欧州国籍
350件
14.4%

米国籍
975件
40.1%

その他
312件
7.7%

オーストラリ
ア
国籍
79件
1.9%

中国籍
5件
0.1%

韓国籍
26件
0.6%

欧州国籍
503件
12.4%

米国籍
2,941件
72.3%

日本国籍
202件
5.0%

日本への出願
2,430件

中国への出願
607件

欧州への出願
2,774件

韓国への出願
427件

米国への出願
4,068件

503件

143件

202件

975件

350件

49件

1,390件

4件

13件

47件
48件

257件
5件

26件

12件

257件 221件

3件 19件

3件

Geron

Univ. Wisconsin

Wisconsin
Alumni

Res. Foundation

2001.08 ｵﾌﾟｼｮﾝ行使
無効訴訟

1999 ﾋﾄES細胞特許独占
ﾗｲｾﾝｽ供与（ｵﾌﾟｼｮﾝ付き）

1996～J.Thomsonに
研究資金提供

2001.07 ｵﾌﾟｼｮﾝ行使

2002.01 和解、
ﾗｲｾﾝｽ内容改訂

Screipps Res.
Inst.

Advanced Cell
Technology

2006.09　核移植技術
特許係争で和解

大学・公的研究機関 大手企業

幹細胞研究開発企業 試薬・機器・サービス企業

その他

Invitrogen

Stem Cell
Therapeutics

Max Planck Inst.
Exp. Med.

2006.09 中枢神経
疾患治療ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾗｲｾﾝｽ

Osiris
Therapeutics

日本ｹﾐｶﾙﾘｻｰﾁ
2003.08 間葉幹細胞
　　　　　治療用途ﾗｲｾﾝｽ
2005.08 ﾗｲｾﾝｽ内容拡大

BrainStorm Cell
Therapeutics

Tel Aviv univ.
2007.08
ﾗｲｾﾝｽ内容修正

リプロセル 幹細胞創薬研究所
2007.06　ES細胞
分化技術ﾗｲｾﾝｽ

Angioblast
Syetems

Columbia Univ.
2006.03　ｽﾃﾝﾄ
技術ﾗｲｾﾝｽ

Cellcyte
Genteics

Dept.
Veterans Affairs2005.10　幹細胞

送達技術ﾗｲｾﾝｽ

Athersys
Univ.

Minnesota2002.12
成人幹細胞ﾗｲｾﾝｽ

Saneron CCEL
Therapeutics

2005.09　臍帯血
幹細胞ｾﾙﾗｲﾝ
ﾗｲｾﾝｽ

Celerix 2007.10 成人幹細胞
　　治療技術ﾗｲｾﾝｽ

Axcan Pharma

Neuronascent Int. Stem Cell
2007.05　神経幹細胞
試薬用途ﾗｲｾﾝｽ

NeuroNova Karolinska Inst.
2001.12
分化技術ﾗｲｾﾝｽ

Stemagen Univ. Pennsylvania
2007.03
片親ES細胞ﾗｲｾﾝｽと
共同研究

Viacell

GlaxoSmithKline

CBR
Systems

Amgen
2003.01
増殖因子ﾗｲｾﾝｽ

2003.12　増殖因子ﾗｲｾﾝｽ
2005.08　ﾗｲｾﾝｽ拡大

Pharmastem
Therapeutics

2006.05
特許係争で勝利

2005.10
特許係争で和解

Pluristem
Therapeutics

Stem Cell
Innovations

Technion
Weizmann Inst

2007.02
幹細胞製品ﾗｲｾﾝｽ

2007.05
幹細胞培養
技術購入

Vet-Stem

Tissue
Genesis

Tricardia Bioheart

Cleveland
Clinic

Univ.
California

Central Vet.
Res. Lab.

2007.09　地域限定
獣医領域ｻｰﾋﾞｽ提供ﾗｲｾﾝｽ

2006.11　幹細胞
獣医用途治療ﾗｲｾﾝｽ

2007.06　幹細胞分離ｼｽﾃﾑ
獣医領域用途ﾗｲｾﾝｽ

2006.02　心臓組織
修復技術ﾗｲｾﾝｽ

2006.04
ｶﾃｰﾃﾙ用針ﾗｲｾﾝｽ

2006.08　幹細胞の
心臓治療用途ﾗｲｾﾝｽ

Infigen

2007.05　ﾋﾄES細胞
特定治療用途ﾗｲｾﾝｽ

2007.02　核移植技術
特許資産取得

2003.03　ｸﾛｰﾆﾝｸﾞ技術
特許係争で勝利

2004.01　核移植
技術特許係争

で勝利

麒麟麦酒

2006.05　ﾘﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
技術ﾗｲｾﾝｽ

TransXenoGen

Immerge
BioTherapeutics

PPL Therapeutics

2006.04　ﾘﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
技術ﾗｲｾﾝｽ

2002.04　ｸﾛｰﾆﾝｸﾞ
技術ﾗｲｾﾝｽ

2002.04　核移植
技術ﾗｲｾﾝｽ

Found. Taxpayer
Cosumer Rights

Pub. Patent Found.

2006～　ﾋﾄES
細胞特許無効化
係争(未決着）

BD Biosciences

StemCell
Technologies

2007.06　ﾋﾄES
細胞培養技術ﾗｲｾﾝｽ

戦略提携

ES Cell
International

2005.04　ﾋﾄES
細胞関連
ｸﾛｽﾗｲｾﾝｽ2006.11　ﾋﾄES

細胞の神経細胞
への分化技術
ｸﾛｽﾗｲｾﾝｽ

Stanford Univ.

2003.01 ES細胞
分化技術ﾗｲｾﾝｽ

ITI Life Sciences

2007.01 ﾋﾄES細胞
研究用途ﾗｲｾﾝｽ

2006.06 ﾋﾄES細胞
培養技術試薬
用途ﾗｲｾﾝｽ

Novocell

ES細胞
培地ﾗｲｾﾝｽ

Corning

Revivicor

XenoTrans

Oxford Univ.
Isis Innvation 2006.13　ﾋﾄES細胞の

樹状細胞への分化
技術ﾗｲｾﾝｽ

2004.04　核移植
技術ﾗｲｾﾝｽ

2004.11
核移植技術ﾗｲｾﾝｽ

2006.06
ﾋﾄES細胞の
ﾗｲｾﾝｽと培養
素材開発提携

Cambrex

Stem Cells

Stem Cell
Technologies

Stem Cell
Therapeutics

ReNeuron

Cytori
Therapeutics

1998.12　膵臓幹細胞の
分離同定技術ﾗｲｾﾝｽ

2003.09　神経
幹細胞培地ﾗｲｾﾝｽ

2006.08　幹細胞
の医薬探索用途
利用ﾗｲｾﾝｽ

2005.07　細胞不死化
技術と神経幹細胞の
ｸﾛｽﾗｲｾﾝｽ Neuralstem

2002.06　神経幹細胞
試薬用途ﾗｲｾﾝｽ

2006.06　脂肪組織
幹細胞試薬用途ﾗｲｾﾝｽ

2006.07　特許係争

Chemicon
International

2005.07　ﾋﾄES
細胞試薬用途ﾗｲｾﾝｽ

2006.04　神経幹細胞
試薬用途ﾗｲｾﾝｽ

Stem Cell
Sciences

Lexicon Genetics
DeltagenUniv. Georgia

Res. Found.

Univ. Edinburgh

理化学研究所

Aruna Biomedical

Millipore

CNRS
Univ. Nice

2007.06　ﾋﾄES細胞
作製技術ﾗｲｾﾝｽ

2006.07　新規
ﾋﾄ幹細胞ﾗｲｾﾝｽ

2006.01　神経幹
細胞技術移転

Merck & Co

2007.02　神経幹細胞
研究用途ﾗｲｾﾝｽ

2006.10　ﾋﾄES
細胞培地
ﾗｲｾﾝｽ

2007.03　神経前駆
細胞ﾗｲｾﾝｽ

2007.0１　神経前駆
細胞ﾗｲｾﾝｽ

2005.10
ES細胞培地
ﾗｲｾﾝｽ

2005.11
遺伝子操作
技術ｸﾛｽﾗｲｾﾝｽ

2005.09
遺伝子発現技術ﾗｲｾﾝｽ
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66289130151
435

191
その他の国籍

6 24 9 8 62

26622811149161
オーストラリア国籍

1 9 6 19

832731448482
韓国籍

25 9 6 8 19

15116053
中国籍

44 53 2 2 16
1

2 3 9

3691052
5765012,033

7
645欧州国籍

48 5 102 36 18 41 295

3441137117
7975812,573

10
769米国籍

17 79 52 20 60 379

622793231201
631

4340
日本国籍

34 44 22 3 19 94

B
1
a
 
胚
性

生殖系

多能性幹細胞

347計

7その他カナダ9

7欧州ドイツ9

7日本日本9

11中国中国8

12
オース
トラリア

オーストラリア
7

16欧州スウェーデン6

19その他シンガポール5

29韓国韓国4

33その他イスラエル3

35欧州イギリス2

154米国米国1

発表件
数

国・地
域

研究者所属機関
国籍

順
位

347計

7その他カナダ9

7欧州ドイツ9

7日本日本9

11中国中国8

12
オース
トラリア

オーストラリア
7

16欧州スウェーデン6

19その他シンガポール5

29韓国韓国4

33その他イスラエル3

35欧州イギリス2

154米国米国1

発表件
数

国・地
域

研究者所属機関
国籍

順
位

幹細胞の種類別―研究者所属機関国籍別の論文発表件数 研究者所属機関国籍別の「ヒトES細胞」
論文発表件数ランキング （上位のみ表示）

出願先国別出願人別出願件数上位ランキング

22INSERM(フランス)

6中山大学（中国）22EVOTEC NEUROSCI
(ドイツ)※34NOVARTIS(スイス)26CELGENE(米)※

5UNIV CALIFORNIA(米)6WISCONSIN ALUMNI 
RES FOUND（米）23OSIRIS THERAPEUTICS

(米)※35WISCONSIN ALUMNI 
RES FOUND（米）26麒麟麦酒(日)

5KOREA RES INST BIOSCI 
BIOTECHNOL（韓国）6UNIV CALIFORNIA（米）23GEN HOSPITAL CORP(米)35JOHNSON & JOHNSON

(米)27GEN HOSPITAL CORP
(米)

6SEOUL NAT UNIV IND 
FOUND（韓国）7PFIZER（米）26WISCONSIN ALUMNI RES 

FOUND（米）37GEN HOSPITAL CORP
(米)28PFIZER(米)

6(独)科学技術振興機構
(日本)7AMGEN（米）※26JOHNSON & JOHNSON

(米)38UNITED STATES 
GOVERNMENT（米）28(独)理化学研究所(日)

7PFIZER(米)7CELGENE（米）※29SANOFI AVENTIS(フランス)39GERON(米)※33NOVARTIS(スイス)

7SANOFI AVENTIS
(フランス)8UNIV MASSACHUSETTS

（米）31NOVARTIS(スイス)41PFIZER(米)37(独)産業技術総合研究所
(日)

8WISCONSIN ALUMNI RES 
FOUND（米）8

中国人民解放軍軍事医
学科学院基礎医学研究
所（中国）

41NEUROSPHERES 
HOLDINGS（カナダ）※49UNIV MICHIGAN(米)43オリンパス(日)

9AMGEN(米)※12浙江大学（中国）47PFIZER(米)49UNIV CALIFORNIA(米)62旭化成(日)

10CELGENE(米)※12
中国人民解放軍軍事医
学科学院野戦輸血研究
所（中国）

50AMGEN(米)※125DELTAGEN(米)※106(独)科学技術振興機構
(日)

出願
件数出願人出願

件数出願人出願
件数出願人出願

件数出願人出願
件数出願人

韓国への出願（427件）中国への出願（607件）欧州への出願（2,774件）米国への出願（4,068件）日本への出願（2,430件）

22INSERM(フランス)

6中山大学（中国）22EVOTEC NEUROSCI
(ドイツ)※34NOVARTIS(スイス)26CELGENE(米)※

5UNIV CALIFORNIA(米)6WISCONSIN ALUMNI 
RES FOUND（米）23OSIRIS THERAPEUTICS

(米)※35WISCONSIN ALUMNI 
RES FOUND（米）26麒麟麦酒(日)

5KOREA RES INST BIOSCI 
BIOTECHNOL（韓国）6UNIV CALIFORNIA（米）23GEN HOSPITAL CORP(米)35JOHNSON & JOHNSON

(米)27GEN HOSPITAL CORP
(米)

6SEOUL NAT UNIV IND 
FOUND（韓国）7PFIZER（米）26WISCONSIN ALUMNI RES 

FOUND（米）37GEN HOSPITAL CORP
(米)28PFIZER(米)

6(独)科学技術振興機構
(日本)7AMGEN（米）※26JOHNSON & JOHNSON

(米)38UNITED STATES 
GOVERNMENT（米）28(独)理化学研究所(日)

7PFIZER(米)7CELGENE（米）※29SANOFI AVENTIS(フランス)39GERON(米)※33NOVARTIS(スイス)

7SANOFI AVENTIS
(フランス)8UNIV MASSACHUSETTS

（米）31NOVARTIS(スイス)41PFIZER(米)37(独)産業技術総合研究所
(日)

8WISCONSIN ALUMNI RES 
FOUND（米）8

中国人民解放軍軍事医
学科学院基礎医学研究
所（中国）

41NEUROSPHERES 
HOLDINGS（カナダ）※49UNIV MICHIGAN(米)43オリンパス(日)

9AMGEN(米)※12浙江大学（中国）47PFIZER(米)49UNIV CALIFORNIA(米)62旭化成(日)

10CELGENE(米)※12
中国人民解放軍軍事医
学科学院野戦輸血研究
所（中国）

50AMGEN(米)※125DELTAGEN(米)※106(独)科学技術振興機構
(日)

出願
件数出願人出願

件数出願人出願
件数出願人出願

件数出願人出願
件数出願人

韓国への出願（427件）中国への出願（607件）欧州への出願（2,774件）米国への出願（4,068件）日本への出願（2,430件）

総合的に分析

ライセンス活動等の状況

胚性多能性
幹細胞

（ＥＳ細胞）

特許出願技術動向調査の例
～平成１９年度特許出願技術動向調査「幹細胞関連技術」より抜粋～

特許出願技術動向調査の例
～平成１９年度特許出願技術動向調査「幹細胞関連技術」より抜粋～
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特許庁（注３）

リサーチツール特許データベースリサーチツール特許データベースリサーチツール特許データベース

（注１）ライフサイエンス分野のリサーチツール特許等に係る統合データベース関係局長会議を平成19年12月7日に設置

（注２）担当府省：「知的財産戦略について」（総合科学技術会議平成19年5月18日）III. 1. ②に明記の府省

（注３）（独）工業所有権情報・研修館を通じて提供予定

【参考】イノベーションと知財政策に関する研究会 提言１２

総合科学技術会議にて全体調整（注１）

ライセンス関連情報等
（担当府省（注２））

リンク 提供各リサーチツール
関連データベース
（担当府省（注２））

リサーチツール特許
データベース

リサーチツール特許データベース表示情報

リサーチツールの種類
使用条件
ライセンス対価

交渉のための連絡先
ライセンス期間
支払条件 等

リサーチツール特許に関するデータベースや、各府省所管の機関が運営している様々なデータベース間
にリンクが形成され、リサーチツール情報の検索に関する利便性を図る。
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国の資金が投入され、複数の大学・研究機関が連携して取り組んでいる「研究開発コンソーシアム」を対
象にして、特許庁・INPITが一定期間集中的に知的財産戦略の専門家チームを派遣することにより、研
究開発コンソーシアムにおける特許出願戦略、特許活用戦略等の知財戦略の策定を支援し、さらなる研
究開発の促進を図る。 【参考】イノベーションと知財政策に関する研究会 提言１３

○知財専門家チームによる支援内容（例）

①研究開発戦略策定の支援

（「特許マップ」や「特許出願技術動向調査」等の活用など）

②知財戦略の策定支援（戦略的なポートフォリオの構築など）

③特許の活用・事業化戦略の策定支援（ライセンス契約の整備など）

派遣
知財プロデューサー

（チームリーダー）

知財プロデューサーの派遣知財プロデューサーの派遣

プロジェクトリーダー

研究開発コンソーシアム知財専門家チーム

情報ＡＤ 流通ＡＤ

緊密な連携




